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裁判官としての心構え

｛0年を超える研究者生活の時代は、できる限し）多く-の判決・決定や著書・

論文等の文献を読み、それを通じて自分の考えをまとめ、 論文等でそれを

公表してまいし）ました。 最高裁判事としては、個々の事件の資料を丹念に

読み、 他の裁判官の御意見もよく伺いつつ、 個々の事件についての自分の

考えをまとめていくことになりますが、 一つ一つの事件に公正・中立の立

場から真蟄に取り組み、妥当な結論を導くことができるよう、微力ながら

全力を尽くしたいと存じます。
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好きな言葉

平成30年、高円宮家三女の絢子様が、御婚約内定の会見において、「今

日あることが明日も必ずあるわけでは､ない」と述べられたお言葉が心に残

りました。そのことを忘れず、今日できることを明日に延ばさず、1日1日、

悔いのないように生活していきたいと考えております。

（
印象に残った本

歴史が好きで、司馬遼太郎さんのファンですが、特に「竜馬がゆく」、「坂

」が印象に残っております。の上の雲

趣味

年を重ねるに従い、自然が好きになり、 美しい自然の景観を眺めること

に心の安らぎを感じるようになし）ました。こ こ数年、旅行に行く時間はな

かなかとれなくなってしまいましたが、自宅の近くに美しい公園があり、

そこを散策するのが、至福のひと時になっております。


